
御
代
田
町
長
選
挙

私
た
ち
の
最
も
身
近
な
選
挙
で
す

路
線
バ
ス
の
運
行
か
ら

新
交
通
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
て
い
ま
す

町
が
置
か
れ
て
い
る
現
状

現
在
、
民
間
の
路
線
バ
ス
が
廃
止
さ
れ
、

町
は
北
国
街
道
線
・
小
沼
線
・
御
代
田
線
の

代
替
バ
ス
運
行
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
利
用
者
は
極
め
て
少
な
く
、

一
人
も
乗
車
し
て
い
な
い
便
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
県
か
ら
の
運
行
補
助
金
が
今
年
度

か
ら
廃
止
さ
れ
、
財
政
的
に
も
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
公
共
交
通
空
白
地
域
の
解
消
と
、

お
年
寄
り
な
ど
交
通
弱
者
の
利
便
も
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

投
票
日
は
２
月
１８
日（
日
）

期
日
前
投
票

【
期
間
】

２
月
１４
日（
水
）〜
１７
日（
土
）

【
時
間
】

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
８
時

【
場
所
】

役
場
町
民
ホ
ー
ル

立
候
補
届
出
要
領
説
明
会

１
月
３０
日（
火
）
役
場
大
会
議
室

午
後
２
時
か
ら

届
出
書
類
事
前
審
査

２
月
７
日（
水
）
役
場
大
会
議
室

午
前
９
時
〜
正
午

立
候
補
届
出

２
月
１３
日（
火
）
役
場
大
会
議
室

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

町
は
、
現
在
町
内
を
走
る
３
路
線
の

バ
ス
運
行
を
、
御
代
田
町
の
現
状
に

あ
っ
た
、
新
し
い
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
に

移
行
す
る
た
め
、
検
討
委
員
会
を
発
足

し
、
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

新交通システム
検討委員会名簿 町

長
選
挙
は
２
月
１３
日
告
示
。

自
分
の
思
い
を
一
票
に
託
し

棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
み
ん
な
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

委員長

内堀千恵子 町議会議員

副委員長

尾台 昭雄 社会福祉協議会

古越 邦夫 区長会

須佐 祐三 老人クラブ連合会

渡辺 弘紀 身体障害者福祉
協会

「
検
討
委
員
会
」を
発
足

１０
月
３１
日
に
新
交
通
シ
ス
テ
ム
検
討
委
員

会
を
発
足
し
、
町
長
か
ら
委
員
会
へ
の
諮
問

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
日
、
第
１
回
の
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、事
務
局
か
ら
町
の
公
共
交
通

の
現
況
説
明
と
課
題
の
提
案
を
受
け
ま
し
た
。

１１
月
２１
日
に
は
、
東
御
市
の
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
で
、
自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で
利
用
者

を
輸
送
し
て
く
れ
る『
デ
マ
ン
ド
交
通
』と
軽

井
沢
町
の『
定
時
路
線
循
環
バ
ス
』の
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

今
後
、
昨
年
９
月
に
行
っ
た
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
も
踏
ま
え
、
御
代
田
町
に
相
応
し
い

交
通
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
企
画
財
政
課
企
画
政
策
係

（
３２
）３
１
１
１
内
線
５３
番

井出 隆 民生児童委員協
議会

柏木 昭憲 商工会

小林 清美 ㈲軽井沢観光
タクシー

依田 定男 松葉自動車交通㈱

木内美喜雄 千曲バス㈱ 問い合わせ先

御代田町選挙管理委員会
32－3111 内線56番

※委員会は、議会議員・識見者・
交通事業者など10名で構成

こ
ん
に
ち
は
農
業
委
員
会
で
す

■
御
代
田
町
農
業
委
員
会
事
務
局
３２
―

３
１
１
１
内
線
２６
・
２７
番

農
地
法
許
可
後
は
必
ず
登
記
を
！

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
月
定
例
会

を
開
催
し
、
農
地
法
の
申
請
が
出
さ

れ
た
案
件
を
審
議
し
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
何
回
か
お
願
い

を
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
提
出
さ
れ

る『
許
可
後
の
計
画
変
更
申
請
』を
見

て
い
ま
す
と
、
随
分
前
に
住
宅
敷
地

と
し
て
許
可
を
受
け
て
い
な
が
ら

（
な
か
に
は
昭
和
４０
年
代
の
も
の
も
）、

登
記
が
そ
の
ま
ま
農
地
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

農
地
法
第
５
条
の
許
可
が
出
て
、

農
地
の
売
買
が
成
立
し
、
金
銭
の
や

り
取
り
が
終
了
し
た
り
、
住
宅
な
ど

を
建
設
し
た
後
は
、
必
ず
所
有
権
移

転（
名
義
変
更
）登
記
と
地
目
変
更
登

記
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

農
地
法
第
４
条
は
、
自
己
所
有
の

農
地
の
転
用
許
可
で
す
。
地
目
変
更

登
記
を
し
な
く
て
も
、
生
活
に
影
響

は
な
い
と
考
え
て
い
る
人
が
多
く
い

る
よ
う
で
す
。

登
記
に
関
し
て
は
、
所
有
権
移
転

登
記
だ
け
は
し
て
、
地
目
変
更
登
記

を
し
な
い
ケ
ー
ス
が
目
立
ち
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
、
将
来
の
ト
ラ
ブ
ル
の

原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
地
目

変
更
登
記
を
し
て
く
だ
さ
い
。

プラスチック製容器包装は大切な資源です
水ですすぐなどきれいな状態にして出してください！
御代田町は、平成14年12月からプラスチック製容器包装の分別をしています。
プラスチック製容器包装はこのようなながれでリサイクルされています。

問
い
合
わ
せ
先
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係
�
３２
‐
３
１
１
１
内
線
４７
番

環
境
衛
生
情
報

業者で保管集積所に出す…町で収集プラスチック製容器包装

汚れがおちない
別にする 最

近
あ
っ
た
例
を
紹
介
し
ま
す
。

Ａ
さ
ん
は
所
有
す
る
農
地
を
、
建

築
業
の
Ｂ
さ
ん
に
大
工
作
業
小
屋
を

建
設
す
る
た
め
、
平
成
２
年
に
農
地

法
第
５
条
許
可
申
請
を
し
、
賃
貸
借

で
許
可
を
得
ま
し
た
。
今
回
Ｂ
さ
ん

と
の
賃
貸
借
を
合
意
解
約
し
、
建
物

を
取
り
壊
し
畑
に
戻
す
こ
と
に
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
畑
の
ま
ま
地
目
変
更
登

記
を
し
て
な
い
た
め
、
見
た
目
は
畑

に
戻
し
て
も
農
地
法
第
５
条
の
許
可

（
大
工
作
業
所
敷
地
）が
生
き
て
い

て
固
定
資
産
税
は
宅
地
並
み
課
税
で

変
わ
り
ま
せ
ん
。

許
可
を
受
け
た
農
地
は
、
宅
地
な

ど
に
地
目
変
更
登
記
し
た
時
点
で
、

初
め
て
農
地
法
の
手
を
離
れ
ま
す
。

畑
に
戻
し
た
と
こ
ろ
で
、
改
め
て

『
畑
』に
地
目
変
更
登
記
を
し
て
も
ら

う
こ
と
に
よ
り
、
課
税
地
目
が

『
畑
』と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
農
地
法
の
許
可
は
許
可
後

に
申
請
者
か
ら
の
取
下
げ（
取
消

し
）が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
転
用
の

申
請
時
は
、
こ
の
点
を
了
解
し
た
う

え
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

リサイク工場へ新しい物に生まれ変わる
★マテリアルリサイクル
日用雑貨・運搬用資材など
プラスチック製品

鉄や化学製品をつくる
工場で遣われる
☆ケミカルリサイクル

★マテリアルリサイクル…使用済みのプラスチックを溶かすなどして、もう一度プラスチック製品に再生し、利用すること。
☆ケミカルリサイクル…熱や圧力を加えて、元の石油や基礎科学原料に戻してから、再利用すること。主に燃料になる。

みよた広報 やまゆり（6）（7）みよた広報 やまゆり


